
指摘時期

　Ｈ２７／２／２７審査会合

Ｈ２６／１０／３１現地調査

Ｈ２６／１０／３１現地調査

長嶺高町背斜を対象とした反射法地震探査で西傾斜の断層が浅いところで認められるため、当該の延長部のボーリングコアを確認す
ること。

長嶺・高町背斜に関するコメント回答

コ メ ン ト

五日市地点の調査において、撓曲変形に伴う西山層の構造をボーリングコア試料で説明すること。

刈羽測線や高町測線における灰爪－西山境界のコアを検討して地質断面図の検討を行うこと。
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この地図は，国土地理院発行の5万分の１
地形図（出雲崎・柏崎）を使用したもの
である。
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　　　岸ほか (1996) による
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・長嶺背斜及び高町背斜の東翼においては，西山層及びそれ以下の地層が緩やかな向斜構造を示す。西山層及び椎谷層中には，
　数本の西傾斜の逆断層が認められるものの，これらの断層はいずれも深部まで連続しておらず，西山層及びそれ以下の地層
　の褶曲の形成に伴い生じたものと推定される。 ・長嶺背斜の東側にみられる断層については，灰爪層下部に変位を与えているものの，

　灰爪層の中部及び上部に変位を与えていない。

【反射法地震探査結果】

長嶺背斜及び高町背斜東翼の断層（１）
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地形図（出雲崎・柏崎）を使用したもの
である。
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・ 「［新編］ 日本の活断層」 （1991）， 「活断層詳細デジタルマップ」 （2002） 等の活断層に関するいずれの文献
　においても， 長嶺背斜及び高町背斜東翼に活断層， 推定活断層あるいはその可能性のあるリニアメントは示さ
　れていない。
・ 空中写真判読結果によると， 長嶺背斜及び高町背斜の東翼を含め， 寺泊 ・西山丘陵の全域において， リニ
　アメントは認められない。

・ 柏崎平野を横断してＭＩ面の分布高度を DEMに基づき解析した結果，ＭＩ面は西山丘陵側では緩やかな東傾斜を， 中央丘陵側は緩やかな西傾　
　斜を示しており， 柏崎平野下にみられる長嶺背斜等の褶曲及び長嶺背斜の東翼にみられる断層を横断して，ＭＩ面の分布標高に高度不連続は認
　められない。

【変動地形学的調査】

長嶺背斜及び高町背斜東翼の断層（２）

・空中写真判読結果によると，長嶺背斜及び高町背斜の東翼を含め，寺泊・西山丘陵の全域において，リニアメントは認められない。
・反射法地震探査結果によると，長嶺背斜及び高町背斜の東翼においては，西山層及びそれ以下の地層が緩やかな向斜構造を示し，長嶺背  
　斜の東側において灰爪層下部に変位を与える断層が認められるものの，同断層は灰爪層中部及び上部に変位を与えていない。また，柏崎
　平野下にみられる長嶺背斜等の褶曲及び長嶺背斜の東翼にみられる断層を横断して，ＭＩ面の分布標高に高度不連続は認められない。
・長嶺背斜及び高町背斜並びにその東翼の断層は，少なくともＭＩ面形成以降における活動はないものと判断される。
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長嶺背斜及び高町背斜に関する調査結果	 
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１地形図（柏崎・塚野山・宮川・西山）を
使用したものである。
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長嶺・高町背斜　追加調査実施内容

敷地近傍の空中写真判読図
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ボーリング地質断面図

　ボーリング調査結果によると， 灰爪層の基底に変位を与える西上がりの逆断層は直接確認されないものの， 高町背斜東翼部
において， 西山層及び灰爪層に撓曲変形が認められる。
　この変形において， Nt-19 火山灰層は Ik-2 孔と Ik-5 孔との間で東急傾斜しているものと推定され， ラピリ層を多く含む西山
層最上部 （ラピリゾーン） 及び灰爪層下部も 50º 程度東傾斜を示す。 その上位の灰爪層上部は 20º 程度以下の緩やかな構
造を示す。
　一方，上記撓曲構造を覆う古安田層，大湊砂層及び番神砂層は，いずれも上記撓曲構造を横断して，ほぼ水平に分布する。

H:V=1:1

0 100m50

MⅠ面 MⅠ面

大坪層

大坪層 大坪層

A - A’
NW SE

土壌
ローム層

ローム層 ローム層

貝化石　

火山灰

塊状泥岩（西山層）

腐植質シルト層

腐植層

礫 層　

角礫層　

シルト礫

シルト質砂層

砂 層

砂・シルト互層

砂質シルト層

縞状シルト層

シルト層

黒褐色土壌

盛　土

層相区分

凡　例

火山灰

灰爪層

西山層

古安田層

大湊砂層

断面図

大坪層

番神砂層

土壌

ローム層

NG : 中子軽石層

Fup : 不動滝火山灰層

Ngm : 西山ゴマシオ火山灰層

Tsp : 武石火山灰層

Az : 阿相島テフラ

A 火山灰試料採取位置

層理面の傾斜∠5º

ボーリング地質断面図

∠5º∠5º

∠20º∠20º

∠30º∠30º

∠25º〜30º∠25º〜30º

∠40º∠40º

∠60º∠60º

∠20º∠20º

∠20º∠20º

∠20º∠20º

∠80º∠80º

∠80º∠80º

∠10º∠10º

∠10º∠10º

∠10º∠10º

∠10º∠10º

∠10º∠10º

∠10º∠10º

∠5º∠5º

∠20º∠20º

∠10º∠10º

∠10º∠10º

∠5º〜10º∠5º〜10º

∠5º∠5º

∠5º∠5º

∠5º∠5º

∠30º∠30º
∠5º〜10º∠5º〜10º

∠0º〜5º∠0º〜5º

Ik-1 孔
Ik-3 孔

Ik-5 孔

不整合面
（6.83m）

大
湊
砂
層

古
安
田
層

大
湊
砂
層

古
安
田
層

大
湊
砂
層

古
安
田
層

Ik-2 孔

大
湊
砂
層

古
安
田
層

不整合面
（3.90m）

不整合面
（4.46m）

不整合面
（4.73m）

大湊砂層の基底

　大湊砂層が確認された全てのボーリングコアにおいて，同層基底部に不整合面が確認された。

五日市地点調査位置図

　長嶺背斜東翼の断層の活動時期をより詳細に把握するために， 五日市に分布する MⅠ面上で群列ボーリング及び反射法地震探査を実施した。
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凡　　例

VSP検層地点

反射法地震探査　解析測線

（図中の数字はCMP番号）

断面位置

長嶺背斜東翼の断層の活動性調査結果　その１ （五日市地点のボーリング調査結果）

Ik-5 孔 （184.70〜185.20m）
急傾斜を示す層理面

Ik-5 孔 （184.83〜184.96m）
逆断層， 急傾斜を示す層理面に
約 4.5cm の変位を与える。

左写真部

平成 27 年 3 月 31 日ヒアリング資料から追記 ・修正
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　反射法地震探査結果も同様に， 高町背斜東翼部において， 西山層及び灰爪層に撓曲変形が認められるものの， 同撓曲構造を覆う古安田層， 大湊砂層及び番神砂層は， いずれも
同撓曲構造を横断して， ほぼ水平に分布する。

凡　　例
番神砂層

大湊砂層
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灰爪層

西山層

B
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Ot
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・ ボーリング調査及び反射法地震探査結果によると， 高町背斜東翼において， 灰爪層下部以下の地層に東急傾斜を伴う撓曲変形が認められる。
・ 同撓曲変形の主活動時期は， 灰爪層下部層堆積以前であり， 灰爪層上部堆積期には， その活動は終息傾向にあったものと考えられる。
・ 西山層および灰爪層を不整合に覆う古安田層に， 撓曲構造に調和的な構造は認められない。
・ 同層を覆う大湊砂層および番神砂層の基底はほぼ水平である。
・ 以上のことから， 同撓曲の少なくとも古安田層堆積後における活動はないものと判断される。

五日市地点の総合評価

長嶺背斜東翼の断層の活動性調査結果　その２ （五日市地点の反射法地震探査結果）
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刈羽地点調査位置

　高町背斜軸を横断する位置において， 群列ボー

リング及び反射法地震探査を実施した。
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反射法地震探査　解析測線 （P 波）

（図中の数字はCMP番号）
A A’

断面位置

1

100

200

300 400
500

600

700

800 900 1000 1100 1200 1300
1400

1421

1

100

200

300 400
500

600

700

800 900 1000 1100 1200 1300
1400

1421

A

A’

A

A’

Kw-7Kw-7

Kw-5Kw-5

Kw-4Kw-4 Kw-6Kw-6

Kw-1Kw-1

Kw-2Kw-2

Kw-3Kw-3

Kw-8Kw-8Kw-9Kw-9

ボーリング地質断面図

0

5

10

15

20

25

30

35

40

45

50

55

60

65

70

75

80

85

90

95

100

105

110

115

120

125

130

135

140

145

150

155

160

165

170

175

180

185

190

195

200

205

210

215

220

225

230

235

240

245

250

255

0

5

10

15

20

25

30

35

40

45

50

55

60

65

70

75

80

85

90

95

100

105

110

115

120

125

130

135

140

145

150

155

160

165

170

175

180

185

190

195

200

205

210

215

220

225

230

235

240

245

250

255

0

5

10

15

20

25

30

35

40

45

50

55

60

65

70

75

80

85

90

95

100

105

110

115

120

125

130

135

140

145

150

155

160

165

170

175

180

185

190

195

200

205

210

215

220

225

230

235

240

245

250

255

0

5

10

15

20

25

30

35

40

45

50

55

60

65

70

75

80

85

90

95

100

105

110

115

120

125

130

135

140

145

150

155

160

165

170

175

180

185

190

195

200

205

210

215

220

225

230

235

240

245

250

255

0

5

10

15

20

25

30

35

40

45

50

55

60

65

70

75

80

85

90

95

100

105

110

115

120

125

130

135

140

145

150

155

160

165

170

175

180

185

190

195

200

205

210

215

220

225

230

235

240

245

250

255

0

5

10

15

20

25

30

35

40

45

50

55

60

65

70

75

80

85

90

95

100

105

110

115

120

125

130

135

140

145

150

155

160

165

170

175

180

185

190

195

200

205

210

215

220

225

230

235

240

245

250

255

0

5

10

15

20

25

30

35

40

45

50

55

60

65

70

75

80

85

90

95

100

105

110

115

120

125

130

135

140

145

150

155

160

165

170

175

180

185

190

195

200

205

210

215

220

225

230

235

240

245

250

255

0

5

10

15

20

25

30

35

40

45

50

55

60

65

70

75

80

85

90

95

100

105

110

115

120

125

130

135

140

145

150

155

160

165

170

175

180

185

190

195

200

205

210

215

220

225

230

235

240

245

250

255

Kw-7
dep =7

8.00 m72.66m

Kw-5
dep =6

3.00 m62.83m

Kw-4
dep =7

2.00 m40.76m

Kw-1
dep =3

8.00 m20.58m

Kw-6
dep =6

9.00 m25.87m
Kw-2
dep =1

8.00 m27.68m Kw-3
dep =1

5.00 m22.67m

Kw-8（投影）

dep =6
0.00 m25.77m

70

60

50

40

30

20

10

0

-10

-20

-30

-40

-50

-60

-70

-80

-90

-100

70

60

50

40

30

20

10

0

-10

-20

-30

-40

-50

-60

-70

-80

-90

-100

標高(m) 標高(m)

新期砂層

Ata-Th
西山層

西山層
灰爪層

JR
越後線

角礫状シルト

古安田層

古安田層

0 100 200m

H:V=1:2.5

荒浜砂丘
高町背斜
推定位置

NW SE

∠0º〜5º∠0º〜5º

∠20º∠20º

∠5º〜10º∠5º〜10º

∠10º∠10º

∠10º∠10º
∠5º∠5º

0º

5º

10º

20º

30º
40º60º80º

　荒浜砂丘においては， 古安田層から標高 -10m 付近に阿多鳥浜テフラが確認されたものの （Kw-4 孔
及び Kw-6 孔）， 同砂丘東方の小丘陵地及び低地においては， 西山層上面及び灰爪層上面の分布標
高が高く同テフラは確認されない。
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Ata-Th：阿多鳥浜テフラ

高町背斜

推定位置

　反射法地震探査結果によると， 高町背斜推定位置付近において，
標高 -200m 以深では東緩傾斜の緩やかな褶曲構造を示す。

深度断面図H:V=1:1

高町背斜

推定位置

深度断面解釈図H:V=1:1

70

0

-100

-200

-300

-400

-500

-600

-700

-800

70

0

-100

-200

-300

-400

-500

-600

-700

-800
0 100 200 300 400 500 600 700 800 900 1000 1100 1200 1300 1400 1500 1600 1700

2
0

4
0

6
0

8
0

1
0
0

1
2
0

1
4
0

1
6
0

1
8
0

2
0
0

2
2
0

2
4
0

2
6
0

2
8
0

3
0
0

3
2
0

3
4
0

3
6
0

3
8
0

4
0
0

4
2
0

4
4
0

4
6
0

4
8
0

5
0
0

5
2
0

5
4
0

5
6
0

5
8
0

6
0
0

6
2
0

6
4
0

6
6
0

6
8
0

7
0
0

7
2
0

7
4
0

7
6
0

7
8
0

8
0
0

8
2
0

8
4
0

8
6
0

8
8
0

9
0
0

9
2
0

9
4
0

9
6
0

9
8
0

1
0
0
0

1
0
2
0

1
0
4
0

1
0
6
0

1
0
8
0

1
1
0
0

1
1
2
0

1
1
4
0

1
1
6
0

1
1
8
0

1
2
0
0

1
2
2
0

1
2
3
0

1
2
6
0

1
2
8
0

1
3
0
0

1
3
2
0

1
3
4
0

1
3
6
0

1
3
8
0

1
4
0
0

1
4
2
0

CMP 番号

標高 (m) 標高 (m)

距離 (m)

70

0

-100

-200

-300

-400

-500

-600

-700

-800

70

0

-100

-200

-300

-400

-500

-600

-700

-800
0 100 200 300 400 500 600 700 800 900 1000 1100 1200 1300 1400 1500 1600 1700

2
0

4
0

6
0

8
0

1
0
0

1
2
0

1
4
0

1
6
0

1
8
0

2
0
0

2
2
0

2
4
0

2
6
0

2
8
0

3
0
0

3
2
0

3
4
0

3
6
0

3
8
0

4
0
0

4
2
0

4
4
0

4
6
0

4
8
0

5
0
0

5
2
0

5
4
0

5
6
0

5
8
0

6
0
0

6
2
0

6
4
0

6
6
0

6
8
0

7
0
0

7
2
0

7
4
0

7
6
0

7
8
0

8
2
0

8
4
0

8
6
0

8
8
0

9
0
0

9
2
0

9
4
0

9
6
0

9
8
0

1
0
0
0

1
0
2
0

1
0
4
0

1
0
6
0

1
0
8
0

1
1
0
0

1
1
2
0

1
1
4
0

1
1
6
0

1
1
8
0

1
2
0
0

1
2
2
0

1
2
3
0

1
2
6
0

1
2
8
0

1
3
0
0

1
3
2
0

1
3
4
0

1
3
6
0

1
3
8
0

1
4
0
0

1
4
2
0

CMP 番号

標高 (m) 標高 (m)

距離 (m)

8
0
0

Kw-5
Kw-4 Kw-1Kw-6 Kw-2

Kw-3
Kw-8（投影）

CC CC
PYPY

PYPY

NN NN
HH

PYPY

凡　　例
新期砂層

古安田層

灰爪層

西山層

C

PY

H

N

Ata-Th

・ ボーリング調査結果によると， 荒浜砂丘東部に伏在する古安田層の一部において， 標高 -10m 付近に阿多鳥浜テフラが確認され
　たものの， 同砂丘より東側では西山層上面及び灰爪層上面の分布標高が高く， 古安田層はほとんど分布しない。
・ 反射法地震探査結果によると， 標高 -200m 以深において， 東緩傾斜の緩やかな褶曲構造が認められる。

刈羽地点の総合評価

高町背斜の活動性調査結果　その１ （刈羽地点のボーリング調査および反射法地震探査結果） 平成 27 年 3 月 31 日ヒアリング資料から追記 ・修正
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　従前の調査では反射記録が不鮮明であった高町背斜軸部周辺を横断して， 群列ボーリング調査及び反射法地震探査を実施した。
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写真範囲

　大坪層あるいは古安田層は， 西山層及び灰爪層上面の谷を埋積する。
　古安田層に連続性の良い鍵層は認められない。

平成 27 年 3 月 31 日ヒアリング資料から追記 ・修正

40



50

0

-50

-100

-150

-200

-250

-300

-350

-400

50

0

-50

-100

-150

-200

-250

-300

-350

-400
3000 2500 2000 1500

1300 1280 1260 1240 1220 1200 1180 1160 1140 1120 1100 1080 1060 1040 1020 1000 980 960 940 920 900 880 860 840 820 800 780 760 740 720 700 680 660 640 620 600標高 (m) 標高 (m)

CMP 番号

距離 (m)
深度断面図

高町背斜推定位置

H:V=1:1

　反射法地震探査結果によると， 高町背斜推定位置付近において， 標高 -100m 以深では緩やかな褶曲構造を示す。
　浅部の地層に， 深部の褶曲構造に調和的な構造は認められない。

・ ボーリング調査結果によると， 西山層及び灰爪層上面の谷を埋積する大坪層及び古安田層に連続性の良い鍵層は確認されないが， 反射法地震探査結果によると， 浅部の地
　層に， 高町背斜に調和的な構造は認められない。

下高町地点の総合評価

高町背斜の活動性調査結果　その３ （下高町地点の反射法地震探査結果）
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　西山層及び灰爪層に緩やかな向斜構造が認められる。
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長崎地点調査位置図

　高町背斜南方延長部において， 群列ボーリング及び反射法地震探査を実施した。
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反射法地震探査結果によると，灰爪層以下の地層に緩やかな褶曲構造が認められる。

深度断面図 深度断面解釈図H:V=1:1 H:V=1:1
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・ 高町背斜南方延長部で実施した反射法地震探査結果及びボーリング調査結果によると， 灰爪層以下の地層に東傾斜の緩やかな褶曲構造が認められる。
・ ボーリング調査結果によると， 灰爪層を不整合に覆って大坪層以上の地層が分布し， いずれの被覆層にも灰爪層以下の褶曲構造に調和的な構造は認められないことから， 少なくとも古安田層堆積期以降の褶
　曲活動はないものと判断される。

長崎地点の総合評価

高町背斜の活動性調査結果　その４ （長崎地点のボーリング調査及び反射法地震探査結果） 平成 27 年 3 月 31 日ヒアリング資料から追記 ・修正
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敷地近傍の空中写真判読図

　敷地近傍にリニアメントは判読されず， 長嶺 ・高町背斜に対応するリニアメントも
判読されない。
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　ボーリング調査及び反射法地震探査結果によると， 高町背斜東翼におい

て， 灰爪層下部以下の地層に東急傾斜を伴う撓曲変形が認められる。

　同撓曲変形の主活動時期は， 灰爪層下部層堆積以前であり， 灰爪層上

部堆積期には， その活動は終息傾向にあったものと考えられる。

　西山層および灰爪層を不整合に覆う古安田層に， 撓曲構造に調和的な

構造は認められない。

　同層を覆う大湊砂層および番神砂層の基底はほぼ水平である。

　以上のことから， 同撓曲の少なくとも古安田層堆積後における活動はない

ものと判断される。

【五日市地点】
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　ボーリング調査結果によると， 荒浜砂丘東部に伏在する古安田層の一部において， 標高 -10m

付近に阿多鳥浜テフラが確認されたものの， 同砂丘より東側では西山層上面及び灰爪層上面の分

布標高が高く， 古安田層はほとんど分布しない。

　反射法地震探査結果によると， 標高 -200m 以深において， 東緩傾斜の緩やかな褶曲構造が認

められる。

【刈羽地点】
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　ボーリング調査結果によると， 西山層及び灰爪層上面の谷を埋積する大坪層及び古安田層に連続性の良い鍵層は確認されないが， 反射法地震探査結果によると， 浅部の地

層に， 高町背斜に調和的な構造は認められない。

【下高町地点】
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　高町背斜南方延長部で実施した反射法地震探査結果

及びボーリング調査結果によると， 灰爪層以下の地層に

東傾斜の緩やかな褶曲構造が認められる。

　ボーリング調査結果によると， 灰爪層を不整合に覆っ

て大坪層以上の地層が分布し， いずれの被覆層にも灰

爪層以下の褶曲構造に調和的な構造は認められないこ

とから， 少なくとも古安田層堆積期以降の褶曲活動はな

いものと判断される。

【長崎地点】

総合評価

・ 長嶺 ・ 高町背斜周辺の四地点 （五日市地点， 刈羽地点， 下高町地点， 長崎地点） において， 反射法地震探査及び群列ボーリング調査を実施した。 
・ その結果， いずれの地点においても長嶺 ・ 高町背斜の後期更新世以降の活動を示唆する結果は認められず， さらに， このうち五日市地点， 長崎地点では， 断層あるいは背斜構造を覆って， 古安田層         
　以上の地層がほぼ水平に堆積していることが確認された。 
・ 以上のことから， 長嶺 ・ 高町背斜は， 少なくとも古安田層堆積期以降の活動はなく， 将来活動する可能性のある断層等ではないと判断される。

長嶺背斜及び高町背斜の総合評価
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長嶺背斜及び高町背斜の火山灰試料分析結果
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火山灰試料採取地点位置図
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分析結果

示標※

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ Ata-Thは新編火山灰アトラス(2003)による。

Ns-4 孔 （深度 44.36〜44.38m） から採取された火山ガラスの主成分分析結果

　Ns-4 孔 （深度 44.36〜44.38m） に白色ガラス質細粒テフラが確認され， 火山ガラスの主成分分析により阿多鳥浜テフラ （約 24 万年前） に同定 ・ 対比される。
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分析結果

Iz-KTc *

Mg#=100*Mg/(Mg+Fe)

Loc.1 及び Loc.2 の中子軽石層に含まれるカミングトン閃石の化学組成

　Loc. 1 （五日市地点 : 岸ほか （1996） による露頭番号 46） 及び Loc. 2 （長崎地点 : 岸ほか （1996） による露頭番号 53） に中子軽石層が確認され， 同層はカミングトン閃石
の Mg# と陽イオンとの比により， 飯縄上樽軽石 c 層 （Iz-KTc） に同定 ・ 対比された。 飯縄上樽ｃテフラの年代については， 鈴木 (2001) では， 飯縄上樽 c テフラを含む飯縄上
樽テフラ群の年代として 12.5 万～ 15 万年前とされ， 火山灰アトラス (2003) では， 飯縄上樽 a， 飯縄上樽 c いずれも 13 万年前以前とされている。

*: 鈴木 (2001) の飯縄上樽テフラ群の標識地 （長野県信濃町高山の Loc.1） の飯縄上樽 c テフラ （In-Ktc） の分析値
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指摘時期

　Ｈ２７／２／２７審査会合

　Ｈ２７／２／２７審査会合

　Ｈ２７／２／２７審査会合

火山灰について屈折率の分析結果も示すこと。

古安田層の年代に関するコメント回答

コ メ ン ト

中子軽石の降下年代とこれまで説明している大湊砂層の堆積時期の関係に矛盾がないことを説明すること。

刈羽テフラ（ｙ－１）の酸化Naのばらつきが大きいようなので、その要因について検討すること。
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G10の分析値の1σ

東京電力（株）が採取した刈羽テフラ（y-1）
試料の分析値の1σ

凡　　例

東京電力（株）が採取した刈羽テフラ(y-1) 

G10 

G10テフラと刈羽テフラ（y-1）との対比

刈羽テフラ（y-1）とG10テフラ（Matsu’ura et al., 2014）との主成分分析結果の対比

・刈羽テフラ（y-1）とMatsu’ura et al. (2014) で示されたG10テフラの主成分の±1σを比較した結果，大きな違いがないことを確認した。
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